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第
二
章

農
業
用
た
め
池
の
管
理

（
農
業
用
た
め
池
の
届
出
）

第
四
条

農
業
用
た
め
池
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
も
の
を
除
く
。
第
三
項
及
び
第
四
項
を
除
き
、
以
下

同
じ
。）の
所
有
者
は
、
当
該
農
業
用
た
め
池
を
設
置
し
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅

滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

二

農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

農
業
用
た
め
池
に
管
理
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
代
表
者
（
法
人
で
な
い
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
）
の
氏
名

四

そ
の
他
農
業
用
た
め
池
の
管
理
に
関
し
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項

２

農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
農
業
用

た
め
池
を
廃
止
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
農
業
用
た
め
池
に
関
す
る
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
記
録
さ
れ
た
事
項
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
区
域
内
に
存
す
る
農
業
用
た
め
池
を
所
有
す
る
国
の
行
政
機
関
の
長
又
は
市
町
村
長
に

対
し
、
当
該
農
業
用
た
め
池
に
関
す
る
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
農
業
用
た
め
池
の
管
理
）

第
五
条

農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
（
管
理
者
を
含
む
。
以
下
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。）は
、
当
該
農
業
用
た
め
池
の

機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
当
該
農
業
用
た
め
池
の
適
正
な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
勧
告
）

第
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
等
が
当
該
農
業
用
た
め
池
の
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
等
に
対
し
、
防
災
工
事
の
施
行
、
管
理
者
の
選
任
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

法
律
第
十
七
号

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
三
条
）

第
二
章

農
業
用
た
め
池
の
管
理
（
第
四
条

第
六
条
）

第
三
章

特
定
農
業
用
た
め
池
の
指
定
等
（
第
七
条

第
十
二
条
）

第
四
章

裁
定
に
よ
る
特
定
農
業
用
た
め
池
の
管
理
（
第
十
三
条

第
十
七
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
十
八
条

第
二
十
二
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
二
十
三
条

第
二
十
五
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て
、
そ
の
適
正
な
管
理
及
び
保
全
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
用
水
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
そ
の
他
の
災
害
か
ら
国
民
の
生

命
及
び
財
産
を
保
護
し
、
も
っ
て
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
国
土
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
農
業
用
た
め
池
」
と
は
、
農
業
用
水
の
供
給
の
用
に
供
さ
れ
る
貯
水
施
設
（
河
川
法

（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
河
川
管
理
施
設
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
っ

て
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
管
理
者
」
と
は
、
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て
所
有
権
以
外
の
権
原
に
基
づ
き
操
作
、維
持
、

修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
者（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。）を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
防
災
工
事
」
と
は
、
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
を
防
止
す
る
た
め
に
施
行
す
る
工
事
（
農
業

用
た
め
池
を
廃
止
す
る
た
め
に
施
行
す
る
工
事
を
含
む
。）を
い
う
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
三
条

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
農
業
用
水
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
水
害
そ

の
他
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
措
置
そ
の
他
農
業
用
た
め
池

の
適
正
な
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

国
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
対
し
、
前
項
の
責
務
が
十
分
に
果
た
さ
れ
る
よ
う
広
域
的
な
見
地
か
ら
の
調
整

を
行
う
と
と
も
に
、農
業
用
た
め
池
の
適
正
な
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
必
要
な
調
査
研
究
、

情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
第
五
十
四
号
の
四
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十
四
の
五

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
六
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
地
域
計
画
の
認
定
に
関
す

る
こ
と
及
び
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
交
付
金
に
関
す
る
こ
と
。

（
国
土
交
通
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
三
十
四
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
四
十
二
号
」
を
加
え
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条

附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令

で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
九
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

総
務
大
臣

石
田

真
敏

法
務
大
臣

山
下

貴
司

外
務
大
臣

河
野

太
郎

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

原
田

義
昭

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
十
条

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

三
十
一
年
法
律
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
五
項
中
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
条
第
五
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
第
六
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」

を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
章

特
定
農
業
用
た
め
池
の
指
定
等

（
特
定
農
業
用
た
め
池
の
指
定
等
）

第
七
条

都
道
府
県
知
事
は
、
農
業
用
た
め
池
で
あ
っ
て
そ
の
決
壊
に
よ
る
水
害
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
そ
の
周
辺
の

区
域
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
、
特
定
農
業
用
た
め

池
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
長
の
意

見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。


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